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図 3:異方性のある土Jハイセンベルグスピングラス模型におけるスピン自己相 関関数(右)とカ
イリティ自己相関関数｡
ど受けていないことから､これはスピンー カイラリティ混成の帰結と考えることができる｡
また､スピン変数の観測だけから臨界指数を決定することは現在進行中の課題であるが､弱い
異方性のある系で松原らの評価した臨界指数【41は､我々が異方性がない系で評価したカイラルグ
ラス転移の指数とよく一致しており､これは異方性の効果でスピンー カイラリティ混成が実現して
いることを示唆している｡
3 まとめ
現実に観測されるスピングラス相転移描像のひとつであるカイラリティ機構に着目し､数値計
算によってその幾つかの仮定､すなわち異方性のない系でのスピングラス秩序を伴わないカイラ
ルグラス相の存在と異方性の効果によってスピンとカイラリティの自由度が混成することを検証
した｡また､カイラルグラス相転移の臨界現象およびその低温相の性質がイジングスピングラス
のそれと異なることを数値計算によってはじめて明らかにした｡一方で､カイラリティ機構の予
言する多くの臨界特性【1]に対する数値計算的検証はまだ始まったばかりで､今後ともその検証を
とおして､スピングラスの相転移措像を確立していきたい｡
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